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2012 年から旧・現避難指示区域の住家について継続して住家内外の空間線量率を測定している。除染前及

び除染から 5〜8 年経過した調査における木造住家の線量低減係数をそれぞれの住家周りの空間線量率に対

してプロットした結果より、代表的な線量低減係数及び代表的な範囲を得た。線量低減係数のばらつきの原

因として屋根瓦堆積物、住家周りの全面舗装、家屋タイプなどの影響が複合していることが示唆された。 
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1.緒言 

 屋内の放射線量は、屋内の放射線源の影響が無視できる場合には、屋外の線量に線量低減係数（Reduction 

Factor, RF）を乗じて算出される。原発事故後の初期には木造日本家屋の RF の代表的な数値として 0.4 を用

いることは適切であることが確認されている[1,2]が、除染や時間経過とともに屋外の空間線量率が低減した

ときの RF の数値の変化は明らかにされていない。本研究では、これまでに調査した住家を中心に調査を行

い、木造住家の線量低減係数を再評価し、住家周りの空間線量率が 0.5 µSv/h を下回るときの代表的な RF 値

と代表的な範囲を住家周りの空間線量率ごとに求めた。 

2.方法 
線量低減係数(RF)は従来下記の式(1)により定義されてきている。分子、分母の双方とも自然放射線による

寄与を含んだ値である。   RF = H*(10)in / H*(10)out                 (1) 

ここで、RF は線量低減係数、H*(10)in 、H*(10)outはそれぞれ屋内、屋外の 1cm 線量当量率を表す。 

3.結果・考察 
住家周りの空間線量率が 0.5 µSv/h を超えていると

きは従来の報告と同じく 0.4 が適切であるが、それ

を下回るときは 0.4 では不適切であることが示され

た。代表的な線量低減係数及び代表的な範囲を表 1

にまとめた。線量低減係数のばらつきの原因として

屋根瓦堆積物、住家周りの全面舗装、家屋タイプの

影響が複合していることが示唆された。 
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表 1 住家周りの空間線量率ごとの⽊造住家
の代表的な線量低減係数及び代表的な範囲 

住家周りの空間
線量,	H 	µSv/h 代表的なRF 代表的な範囲

自然放射線のみ 0.9 0.71-1.00

H	 <0.1 0.8 0.73-0.87

0.1<	H 	<0.2 0.7 0.60-0.80

0.2<	H	 <0.3 0.6 0.46-0.68

0.3<	H	 <0.4 0.6 0.48-0.68

0.4<	H	 <0.5 0.5 0.41-0.65

0.5<	H 0.4 0.36-0.53

1I12 2022年秋の大会

 2022年 日本原子力学会 - 1I12 -


